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ユニーク・アイ
ボランティア
のための

オープンスペース

1942年 4月18日、アメリカ軍の飛行機が爆弾を落とし、尾久
のまちを燃やしました。真珠湾攻撃から4か月、日本が受けた
初めての空襲。自宅に落ちた焼夷弾、燃える家から裸足で逃げ
たあの日、おとなたちから「余計なことは言うな」と言われ、
ずっと言わずに時が経ち…。そしていま学校で公開授業など
を行う喜四雄さん。語ろうと思ったきっかけはなんですか？

さいごの語り部
喜四雄さんが伝える
尾久初空襲のあの日

運営：荒川区社会福祉協議会
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荒川3-49-1生涯学習センター1階（JR「三河島」徒歩5分）

平日13:00～19:00（第1・3水金は13:00～21:00）

あらかわ地域活動サロンふらっと．フラット

TEL03-3891-8571
FAX03-3891-8572

Eメールアドレス

無料

日時・2022年12月10日（土）13:30～14:30

講師・堀川喜四雄さん(尾久初空襲を語り継ぐ会 )

申込・12月1日（木）まで (申込多数の場合は抽選 )

①Zoom参加・定員30名

②会場参加・定員18名(生涯学習センター1F 第1会議室 )
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